家庭教育学級　開級式　文例

☆下記の内容をすべてやらなければいけないわけではありません。また順番も変更して構いません。
　文章は一例ですので、必要な内容を加除訂正してお使いください。

☆「家庭教育学級の説明」につきましては、周知のため、ぜひ入れていただけますと幸いです。


	はじめの言葉
	これから、令和〇年度 ○○学校 家庭教育学級 開級式を始めます。

	家庭教育学級の説明

	家庭教育学級とは、子どもにかかわり合う大人が学び合う場です。
家庭でのよりよい子育てについて考え、親として子どもと一緒に成長することを目指します。本日の講座が、皆さんがお子さんとより良い関係を築けるようなきっかけとなることを願っています。

	校長（教頭）先生
[bookmark: _GoBack]挨拶

	では、校長（教頭）先生からご挨拶をいただきます。
校長（教頭）先生、よろしくお願いします。
　
　　☆聞きたい内容がある場合には、事前にそのお話をしていただける
ようお願いしておきましょう。
　　　例）・校長（教頭）先生の自己紹介
・子どもの様子
　　　 　・学校の印象や思い　　　　　　　など

校長（教頭）先生、ありがとうございました。

	運営委員紹介
	次に、今年度の家庭教育学級の運営委員を紹介させていただきます。
学級長　〇〇　□□
副学級長　〇〇　△△　・・・
以上のメンバーで一年間運営していきます。よろしくお願いします。

　　☆運営委員を募っている場合
　　　今年度は以上のメンバーで運営していますが、まだまだメンバーを
募集中です。ぜひ一緒に楽しく活動しましょう。ご興味のある方は、
本日の講座の最後にご案内いたします。


	終わりの言葉
	これで、令和〇年度 ○○学校 家庭教育学級 開級式を終わります。



